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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月22日(2015.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横断面を含んでいて、少なくとも前記横断面の１番目の領域に弾性ポリウレタンまたは
ポリウレタン尿素またはこれらの混合物が含まれており、かつ、弾性ポリウレタンまたは
ポリウレタン尿素またはこれらの混合物および少なくとも１種の融合性向上用添加剤が含
まれている２番目の領域も含む繊維であって、
　前記１番目の領域と前記２番目の領域は、境界を有する組成の異なる領域であることを
特徴とする繊維。
【請求項２】
　モノフィラメント構造または多フィラメント構造を含む請求項１記載の繊維。
【請求項３】
　前記１番目の領域と前記２番目の領域が各フィラメントの中に並列で存在する請求項２
記載の繊維。
【請求項４】
　前記融合性向上用添加剤が融点が１８０℃未満の少なくとも１種の低温溶融ポリウレタ
ンを含有する請求項１から３のいずれかに記載の繊維。
【請求項５】
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　前記低温溶融ポリウレタンが示す融点が５０℃から１５０℃である請求項４記載の繊維
。
【請求項６】
　前記低温溶融ポリウレタンが示す融点が１２０℃未満である請求項４又は５記載の繊維
。
【請求項７】
　前記２番目の領域が前記１番目の領域に隣接して位置するか或は少なくともそれをある
程度取り巻いている請求項１から６のいずれかに記載の繊維。
【請求項８】
　前記１番目の領域は、１９０℃から２５０℃の高い融点を示す弾性ポリウレタンにより
構成される請求項１から７のいずれかに記載の繊維。
【請求項９】
　前記１番目の領域に２４０℃より高い融点を示すポリウレタン尿素が含まれている請求
項１から７のいずれかに記載の繊維。
【請求項１０】
　前記２番目の領域が前記繊維の１１から６０重量％を構成している請求項７から９のい
ずれかに記載の繊維。
【請求項１１】
　前記２番目の領域が前記繊維の５から３０重量％を構成している請求項７から９のいず
れかに記載の繊維。
【請求項１２】
　前記１番目の領域が芯でありそして前記２番目の領域が鞘である請求項１から１１のい
ずれかに記載の繊維。
【請求項１３】
　前記繊維が示す蒸気によるセット効率が５０％以上である請求項１から１２のいずれか
に記載の繊維。
【請求項１４】
　前記繊維が示す融合強度が０．１５ｃＮ／デシテックスより高い請求項１から１３のい
ずれかに記載の繊維。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれかに記載の繊維を含有する布。
【請求項１６】
　前記繊維が被覆されている請求項１５記載の布。
【請求項１７】
　前記繊維がポリアミド（ナイロン）、綿、ポリエステルまたはこれらの組み合わせで被
覆されている請求項１６記載の布。
【請求項１８】
　編、織または不織構造を含む請求項１５から１７のいずれかに記載の布。
【請求項１９】
　靴下、レッグウエア、シャツ地、女性用下着、水着、下半身に着る服および衛生用不織
構造物を構成している請求項１５から１８のいずれかに記載の布。
【請求項２０】
　繊維の製造方法であって、
（ａ）１番目と２番目の重合体溶液を準備し、
（ｂ）前記溶液を分配板およびオリフィスに通して一緒にすることで横断面を有するフィ
ラメントを生じさせ、
（ｃ）前記フィラメントを共通の毛細管に通して押出し、
（ｄ）前記フィラメントから溶媒を除去する、
ことを含み、
　前記１番目および２番目の重合体溶液の各々に独立して弾性ポリウレタン、ポリウレタ
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ン尿素またはこれらの混合物が入っており、
　前記２番目の重合体溶液に融合性向上用添加剤が入っており、
　前記１番目の重合体溶液が前記横断面の１番目の領域に相当し、前記２番目の重合体溶
液が前記横断面の２番目の領域に相当し、
　前記横断面が、前記１番目の領域と前記２番目の領域との間の境界を含む、
方法。
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